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特 集  NAFLD/NASH診療の現況と展望

は　じ　め　に

　肥満や糖尿病，高血圧，脂質異常症

などのいわゆるメタボリックシンド

ロームを有する人の割合はわが国にお

いても増加しており，それと同時に

脂肪肝を有する患者の割合も増加し

ている。近年のC型肝炎治療の進歩に

伴って，今後は脂肪肝が一番重要な

慢性肝疾患の１つとなることは確実

である。このため本稿では，非アル

コール性脂肪性肝疾患(non-alcoholic 

fatty liver disease：NAFLD)や非ア

ルコール性脂肪肝炎(non-alcoholic 

steatohepatitis：NASH)の疫学につい

て，わが国の有病率，肥満や糖尿病の

有病率との関連，有病率の国際比較，

非肥満患者の有病率，小児の有病率に

分けて概説する。

Ⅰ．�わが国における�
NAFLD/NASHの有病率

　わが国のNAFLDの疫学調査として

は，2012年報告の多施設の検診データ

(高知大学，広島大学，佐賀大学およ

びその関連施設)に基づく調査結果が

重要である。それによると，NAFLD

の有病率は29.7％であり，以前の報告

よりも増加傾向であることが明らか

となっている。さらに男女別有病率

は男性41.0％，女性17.7％であり，飲

酒者を含む脂肪肝の有病率と同様に

NAFLDにおいても男性のほうが高率 

であることも明らかとなった(図１)1)。

また，年齢別有病率では男性が中年

層，女性が高齢層ほどNAFLDの有病

率が高く，男女で発症年齢にも違いが

あることが明らかとなった。

　わが国におけるNASHの有病率は人

口の３～５％程度と推定されているも

のの，肝生検患者のセレクションバイ

アスのため，いまだに正確な有病率は
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